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5. 考察 

௨上のケースからは、ḟのことがㄞྲྀࡳれる。 

ᑠつᶍ業は研究テー࣐ᥦไᗘのようなつ定を✚ᴟ的にタけるᚲ要はなく、社㛗の会社㐠Ⴀ方㔪に

もよるが、研究テー࣐ᥦไᗘ㢮ఝの機能を発させることができるし、ᐇ㝿機能している。 

一方、大業は、௨๓からこのไᗘをᚑ来ᆺのႠ業情報等とే用ᑟධし、これが研究テー࣐᥈⣴の主

要部とはなり得ないにしても、⥅続してᐇすることでそれなりのຠ果を得ているものと᥎察される。 

それでは、これら୧者の中ᗤに⨨する中ሀ業はどうだろうか㸽本報告者らが⥅続的に調査を続け

ている中で、このไᗘを上手に活用してᡂຌをめている業は現時Ⅼでは見出し得ていない。研究者

ேཱྀ的に見て、研究者に対しຠ⋡的にテー࣐ᥦをಁすためにはఱらかのไᗘをᩜくᚲ要があり、現ᐇ

にはไᗘ化するも、それがうまく活用されずᙧ㧁化しているところが多いように見受けられる。そして

上㏙したように、このไᗘを全ᨺᲠし、ᑓ門部ไに⛣行した業もᐇ㝿にᏑᅾする。 

௨上の観察からは、中ሀ業は大業にẚ、㹐㸤㹂の࣐ネジ࣓ントをᐇ行するにあたり、研究テー

᥈⣴というどⅬにおいてこのไᗘの活用にはあまり✚ᴟ的ではないとゝうことができる。そしてその࣐

理⏤としては中ሀ業の自ぬの᭷↓にかかࢃらず、それをᑟධできないఱらかの理⏤が₯ࢇでいてᐇ行

ᅇ㑊が行ࢃれているのではないかとのいを持つ。 

特にᅇはその理⏤としてこのไᗘの⥔持コストに╔目している。このไᗘが業内業務ࢩステ࣒の

一つである௨上、⥔持していくためにはඛに㏙たようなコストがかかる。そしてこのコストを᥎計す

ることは可能である。このコストはおそらくスケール࣓リットが出せるコストであろうことが᥎察され

るので、大業よりスケール࣓リットのⅬでຎる中ሀ業が⤒῭的な㠃でこのไᗘをたやすくはᑟධで

きないのではないかと௬定することができる。 

 

㸴㸬分析手ẁ 

上グ௬定をける手ẁについては大業と中ሀ業で、研究テー࣐ᥦไᗘの⥔持コストがその

業の㹐㸤㹂費用全యに与えるインパクトを᳨ウすることとする。 

上㏙したように、研究テー࣐ᥦไᗘを᭷ຠ活用するには大きく二つのコスト、すなࡕࢃไᗘのᑟධ

費とその⥔持費がかかる。ここでᑟධ費はไᗘᑟධ時にかかるいࡤࢃイࢩࢽャルコストであって、まと

まった出費であるとしてもᑟධ௨㝆は負担にならない一過性の費用である。しかも、情報インࣇラとい

うⅬでは᪤に中ሀ業において㹐㸤㹂を行う上である⛬ᗘഛが῭ࢇでいるものと考えられる。一方、

⥔持コストはこのไᗘをᩜく௨上、未来Ọຕᨭᡶい続けるᚲ要のある費用である。えࡤ、これらには

事務ᒁの㐠Ⴀ費用、情報の粘╔性ඞ᭹手ẁ、研究者ᩍ⫱、アドバイザリー等の費用がヱᙜする。 

このⅬから、㹐㸤㹂費用に対するไᗘ⥔持費用の重ࡳについて、大業と中ሀ業の間にᕪがࡳられ

るかどうかを主యに᳨ウする。 

 

㸵㸬さいࡈに 

研究テー࣐ᥦไᗘは、その業の⤌⧊㢼土、情報の粘╔性のඞ᭹等、いくつかの᮲件がうまくかࡳ

合ࢃさった結果、ᡂຌとᑟかれる。 

本報告では、そのษりཱྀとしてᙜヱไᗘᑟධ・⥔持コストに╔目し、その研究⫼景を㏙、そしてᐇ

社会の研究テー࣐ᥦไᗘの現状をケーススタディしたᚋ、大業と中ሀ業のᕪがそのไᗘの⥔持コ

ストに⏤来するものではないかのとの考察のୗ、その分析方法にゐれた。 

  

本報告者らはこれら一連の研究を通じて、現ᅾの中ሀ〇造業の㹐㸤㹂における新〇ရ㛤発のᅔ㞴さ

というᝎࡳをඞ᭹し得るᐇ㝿的な研究テー࣐ᥦไᗘの仕⤌ࡳసりをᥦできれࡤᖾいと考えている。 

  

㸺参考文献㸼 

ᯇ田೧ኴᮁ,中ᓥ๛志(1998)「研究㛤発テー࣐ᥦไᗘ」年ḟ学⾡大会ㅮ₇要᪨集. 

ྜྷ㔝Ẏ,⩚Ύ(1997)「日本業の研究㛤発テー࣐ᥦไᗘのᐇ態調査」年ḟ学⾡大会ㅮ₇要᪨集. 

す⬥⏠(1971)「中ᑠ業におけるᥦไᗘについての一考察」ឡ知工業大学研究報告. 
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㸯㸬はじめに 

経済のグローバル化が㐍展する୰で我が国の

〇造業はࠊ産業をྲྀり巻く競争⎔ቃが大きく変化

しࠊこのཝしいグローバル競争に対応するためࠊ

世界つᶍでࣜࢯースの最㐺㓄置を行いながら✚

ᴟ的にᾏእ展開を㐍めている。 

日本の〇造業はࠊかࡘての㧗ᗘ成長期から現

点では成⇍あるいは横ばいࠊさらには⾶㏥の領域

に㐩しࡘࡘある〇造業がฟጞめておりࠊますます

研究開発の㔜要性が大きくなってきている。 

こうような状況のなかでࠊ〇造業の研究開発投

資（以降 5	D 投資）の現状分析とᚋどのような

方向に㐍ࡴのかをデータを用して「見える化」

することにより行動ᵝᘧを分析した。 

 

㸰㸬分析のᇶ本 

ᅇの分析に際して用したデータはࠊ総ົ省

が発行している「科学技術研究調査結果」のデー

タの୰でࠊ「第 7表 産業, 〇ရ・サービス分野別

♫ෆ用研究費�ᨭฟ㢠��資本㔠 1 ൨以ୖの

業➼�」のデータを用した。 

分析対㇟とした産業はࠊ〇造業にᒓする 20 産

業（㣗ရࠊ⥔⧅ࠊパルプࠊ༳ๅࠊ་⸆ရࠊ総合化

学ࠊἜ⬡ࡑࠊの化学ࠊ▼Ἔ・▼Ⅳࢦࠊムࠊ❔業ࠊ

㕲㗰ࠊ㠀㕲ࠊ㔠ᒓࠊ機Ეࠊ電気機Ეࠊ電子機ჾࠊ

自動㌴ࡑࠊのの㍺㏦ࡑࠊののᕤ業）と電気・

スと情報通信業を加え࢞ 22 産業を対㇟とした。 

またࠊ投資㢠に関してはGDPのデフレーター（ෆ

㛶ᗓ「国Ẹ経済計算」平成 12 年ᗘをᇶ‽）を

用して実質್に変するとともにࠊ分析の対㇟期

㛫はࠊ平成 14 年ᗘから平成 22 年ᗘの 9年㛫とし

た。 

 

３㸬5	D 投資㢠の推移 

分析の対㇟とした 22 産業の総 5	D 投資㢠の推

移はࠊᅗ 1 に示す通りで平成 15 年ᗘから増加の

傾向にあり平成 19 年ᗘには 13  3600 ൨とな

りࡑࠊのᚋῶ少傾向が続いたが平成 22 年ᗘに 12

ྎにᡠしている。 

これらの傾向はての産業にඹ通したもので 

༢㸸 

 
ᅗ 1 総 5	D 投資㢠年ᗘ推移（実質್） 

 

はなくࡑࠊれࡒれの産業で≉ᚩある行動ᵝᘧが❚

える。ᅗ 2に≉ᚩある産業のを示す。 

 
༢㸸10 ൨ 

 
ᅗ 2 産業別 5	D 投資㢠年ᗘ推移（実質್） 

 

までをᐤࡏ付けないໃいで成長してきた

電子機ჾであったがࠊ⏕産タഛ投資競争あるいは

ᕷሙのࢽーࢬに合⮴した新〇ရの開発㐜れ➼の

㈇の要因が┠立ࡕጞめたこともありࠊ平成 19 年

ᗘから大ᖜなῶ少傾向（最大で 1  3000 ൨⛬

ᗘ）にある。 

これに対して国ෆእで競争の激しい自動㌴とࠊ

バイ࢜テクノロジーをᇶ┙とした新たな成長分

野である་⸆ရは増加の傾向にある。またࠊ電気

機Ეࠊ情報通信業ࠊ㕲㗰はࠊ横ばいの傾向を示し
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ている。 

このように日本を代表する〇造業はࠊ㧗の影

響と新⯆国の㏣いୖࡆの୰でⱞᡓをᙉいられて

いるがࠊ競争にᡴࡕࡘために 5	D 投資のෆᐜと

の質に㔜点を置き対応している行動ᵝᘧが明ࡑ

らかとなっている。 

 

㸲㸬産業ẖの 5	D 投資行動 

産業をྲྀり巻く⎔ቃによりࡑࠊの産業の 5	D

投資行動が異なることをࠊ以ୗの事で明らかに

する。 

 

4.1 自産業の 5	D 投資行動のタイプ 

自産業の 5	D 投資行動のタイプとして大き

く ղ」数の産業ࠊձ自産業分野に㞟୰投資）ࡘ3

分野に投資ࠊճከくの産業分野に投資あるいは自

産業以እが主活動領域となっている）に分けるこ

とがฟ᮶る。 

5	D投資㢠の୰で自産業分野の5	D投資㢠の

比⋡を自産業投資⋡と定⩏し9ࠊ 年㛫の変化の傾

向をῶ少ࠊ横ばいࠊ増加に分㢮すると表 1のよう

に整⌮できる。なおࠊ表の୰の数್はྛࠊ産業の

9年㛫の平均್である。 

 

   表 1 自産業の 5	D 投資行動タイプ 
自産業 

投資⋡ 
ῶ少傾向 横ばい傾向 増加傾向 

0.7-1.0 
電気࢞ス 0.96 

電子機ჾ 0.77 

自動㌴ 0.96 ་⸆ရ 0.97 

ムࢦ 0.77 

0.5-0.69 

パルプ 0.68 

▼Ἔ▼Ⅳ 0.61 

㔠ᒓ 0.61 

㕲㗰 0.69 

のᕤ業ࡑ 0.66 

の化学ࡑ 0.56 

Ἔ⬡ሬ料 0.54 

総合化学 0.65 

㣗ရ 0.62 

❔業 0.55 

0.2-0.49 

୍⯡機Ე 0.48 

⧄⥔ 0.38 

 

電気機Ე 0.45 

㠀㕲 0.36 

༳ๅ 0.31 

㍺㏦ 0.45 

情報通信 0.4 

 

4.1.1 自産業分野に㞟୰投資するタイプ 

表 1よりḟのことが推 できる。自産業に㞟୰

して 5	D 活動を行う産業（自産業投資⋡が 0.7 以

ୖと㧗い産業）はࠊ་⸆ရࠊ自動㌴ࠊ電子機ჾࠊ

電気࢞スࢦࠊムがあࡆられる。これらの୰で産業

の技術領域が比較的⊃くࠊᕷሙも㛢じた産業であ

る電気࢞スとࢦム以እの産業はࠊ現点で最ඛ端

の 5	D 活動が必㡲の分野である。 

≉に་⸆ရはࠊᅗ 3に示すように新⸆の開発に

膨大な費用を要することから自産業に㞟୰した

5	D 投資が必㡲となりࠊの分野の投資は㣗ရ

産業のみでありࡑࠊの比⋡も 1㸣ᮍ‶である。 

またࠊ自動㌴産業はࠊ関連する産業の〈野がᗈ

いには関連技術領域は定まっている。近年では

⎔ቃ㈇Ⲵ㍍ῶの動きからࠊ用⇞料が▼Ἔから電

気とシフトする傾向がᙉく5ࠊ	D 活動も自ずと

自産業㞟୰ࡊࡏるをᚓない状況である。 

 
࠙投資⋡ࠚ 

 
ᅗ 3 ་⸆ရ産業における分野の投資比⋡年推移 

 

୍方でࠊ電子機ჾはࠊ自産業自体の 5	D 投資㢠

がẖ年ῶ少する傾向にある。⫼ᬒにはࠊ関連する

電気機Ეと情報通信の分野の投資が増えてい

ることからࠊ自産業投資比⋡がῶ少傾向にࡘなが

る。この分野は技術⼥合が必要な領域であること

が要因となりࠊ≉に分野の 5	D 比⋡が増加す

る傾向にあるといえる。 

 

4.1.2 」数の産業分野に投資するタイプ 

自産業投資比⋡が 0.5 から 0.69 にᒓするタイ

プの≉ᚩはࠊ比較的自産業を୰心とするがࠊ関連

する産業も 5	D 投資を行いࠊ自産業フード

バックしながらຠ果をฟしている産業といえる。 

ᅗ 4に㣗ရ産業をとしてあࡆる。 
 

࠙投資⋡ࠚ 

 
 ᅗ 4 㣗ရ産業における分野の投資比⋡年推移 

 

㣗ရ産業はࠊ自産業の 5	D 投資をᙉ化してい

る୰でࠊ་⸆ရとࡑのの化学に対して合わࡏて

30㸣ᙉの 5	D 投資を行っている。これは㣗ရに係

る 5	D 活動においてࠊ་⸆ရに関連するバイࡸ࢜

発㓝技術ࠊさらに㣗ရ技術からὴ⏕する་⸆ရ関

連のㄏᑟ体が関係していると考えられる。 

またࠊ㣗ရ⣲材に関連するࡑのの化学産業と
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の関連もᙉいことが定される。 

 

4.1.3 ከくの産業分野に投資するタイプ 

自産業投資比⋡が 0.2 から 0.49 にᒓするタイ

プの≉ᚩはࠊ自産業以እが主要活動領域になって

いる産業がከい。ල体としてはࠊᅗ 5に示す༳

ๅ産業があࡆられる。 

 
࠙投資⋡ࠚ 

 
ᅗ 5 ༳ๅ産業における分野の投資比⋡年推移 

 

༳ๅ産業はࠊ本業の༳ๅのに電子機ჾ分野と

⛬本業とྠじࡰࠊのの化学の分野に対してࡑ

ᗘの比⋡で 5	D 投資を行っており5ࠊ	D 活動が 3

分野に㝈定されている。≉に電子機ჾ分野は࢟ࢭ

ࣗࣜテࡸ IC カードࠊさらには電子ฟ版関連の

投資でありᑗ᮶的には本業を㉸える比⋡で5	D投

資が続けられることが定される。 

 

4.2 産業の 5	D 投資行動のタイプ 

自産業以እの産業領域の投資比⋡とࡑの傾

向を表 2に示す。なおࠊ表の୰の数್はྛࠊ産業

の 9年㛫の平均್である。 

 

表 2 自産業以እの 5	D 投資行動のタイプ 
産業

の 投資⋡ 
ῶ少傾向 横ばい傾向 増加傾向 

0.5-0.8 

情報通信 0.6 

㍺㏦ 0.55 

༳ๅ 0.69 

㠀㕲 0.64 

電気機Ე 0.55 

⧄⥔ 0.62 

୍⯡機Ე 0.52 

0.3-0.49 

❔業 0.45 

㣗ရ 0.38 

総合化学 0.35 

Ἔ⬡ሬ料 0.46 

の化学ࡑ 0.44 

のᕤ業ࡑ 0.34 

㕲㗰 0.31 

㔠ᒓ 0.39 

▼Ἔ▼Ⅳ 0.39 

パルプ 0.32 

0-0.29 
ムࢦ 0.23 

་⸆ရ 0.03 

自動㌴ 0.04 電子機ჾ 0.23 

電気࢞ス 0.04 

 

産業の 5	D 投資比⋡が大きいということ

はࠊ自産業の技術が成⇍し᭦なる 5	D 活動が少な

いかࠊあるいは産業分野の技術を⼥合して新た

な技術を開発する状況が定される。 

 

4.2.1 自産業が成⇍している事 

自産業が成⇍していると᭦なる発展を㐍める

ためにはࠊ必↛的にの産業分野の 5	D 投資を

活発化しࠊ産業としての⠊ᅖを拡大して⏕きᘏび

ることが୍ࡘの㑅ᢥ⫥となる。成⇍産業の事と

してࠊ⧄⥔産業があࡆられる。 

ᅗ 6 に⧄⥔産業におけるの産業の投資比

⋡の年ᗘ推移を示した。ල体的な投資ඛとしてはࠊ

総合化学ࡑࠊのの化学ࠊ་⸆ရࠊ電子機ჾࠊ自

動㌴のྛ産業分野 5�㹼35㸣の合で行ってい

る。平成 18 年ᗘまではࠊ自産業の合が㧗か

ったがࠊ平成 19 年ᗘ以降はᛴ激にῶ少し平成 21

年ᗘ以降は自産業を㉸えてࡑのの化学産業

の投資が第 1となった。 

 
࠙投資⋡ࠚ 

 
ᅗ 6 ⧄⥔産業における分野の投資比⋡年推移 

 

この結果からࠊ⧄⥔産業は本業の⧄⥔技術から

ὴ⏕した化学技術を୰心とした⣲材の開発とࠊさ

らに応用分野として་⸆ရࠊ電子機ჾࠊ自動㌴〇

ရ㐺用⠊ᅖを拡ࡆる5	D活動を行っていると言

える。またࠊከᵝ化した 5	D 投資行動をもࡘ代表

的な産業でもある。 

これらの傾向は20ࠊ 年๓に分析した結果でも

ྠᵝなことが言える。୍方でࠊ⧄⥔産業の構造自

体がこのような行動をとる要因となっていると

もいえる。 

 

4.2.2 産業分野の技術を⼥合する事 

産業分野の技術を⼥合して新たな技術を開

発する動きの事として電気機Ე産業をあࡆる

ことができる。ᅗ 7に関連する産業の投資比⋡

の年ᗘ推移を示した。 

技術⼥合として関連する技術は自動㌴と電子

機ჾである。≉に自動㌴産業は平成 14 年ᗘ以

降自産業の投資増加とྠ期し増加傾向を示し

ている。これは自動㌴部ရࡸ電気自動㌴の駆動部

分の〇ရ開発であると考えることができる。 

またࠊ電子機ჾの 5	D 投資であるが平成 14

年以降ῶ少傾向にあるがࠊ౫↛として 20㸣の投資
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が続いていることからࠊ電気機Ეと電子機ჾの⼥

合による新たな分野がࠊ現在も存在することを示

している。 

 
࠙投資⋡ࠚ 

 
ᅗ 7電気機Ე産業における分野の投資比⋡年推移 

 

4.3 自産業の流入 5	D 投資 

産業からの流入 5	D 投資が行われることはࠊ

の産業の技術に㨩ຊがあることを表しているࡑ

と考えることができる。またࠊ流入をཷける産業

の自産業の投資㢠が総流入5	D投資㢠に༨める

合からࡑࠊの産業の技術ඃ性を ることがで

きる。 

 

4.3.1 流入 5	D 投資行動の分㢮 

自産業の流入 5	D 投資行動に関してࠊ表 3

に示すように㸲ࡘのタイプに分けࡑࠊれࡒれの産

業の≉ᚩを示す。 

 

表 3 流入 5	D 投資行動の分㢮と≉ᚩ 
産業 

自産業 

産業からの投資に༨める自産業の合 

㧗い పい 

自
産
業

の
投
資
比
⋡ 

㧗

い 

࠙㧗ᗘᑓ㛛型ࠚ 

ձをᐤࡏ付けない

༢⊂ 5	D 開発分野 

ղཧ入技術㞀ቨが㧗

い 

 

࠙ỗ用型ࠚ 

ձ〈野がᗈい産業で

あることからከくの

ཧ入投資がある 

ղ⠊ᅖ≉定の分野で

の 5	D 活動が活発 

ప

い 

࠙༢⊂型ࠚ 

ձ産業からの㨩ຊ

ᗘがపく投資がṤど

なされない領域 

ղヱᙜ産業分野が≉

定化され⊃くࠊヱᙜ産

業のみでࡰ結 

࠙成⇍型ࠚ 

ձ自産業が成⇍化し

ている。 

ղ㨩ຊある投資対㇟

でない 

 

4.3.2 㧗ᗘᑓ㛛型 

をᐤࡏ付けない༢⊂ 5	D 開発分野としてはࠊ

་⸆ရ産業がヱᙜする。ᅗ 8に示すように自産業

のならびに産業からの流入5	D投資に༨める

合も㠀ᖖに㧗くࠊを経るにࡘれさらにᐻ༨ᗘが

㧗くなっている。ࡑれだけ་⸆ရ産業における

5	D 活動は競争が激しくࠊ技術ෆᐜの㞴᫆ᗘが㧗

くࠊཧ入技術㞀ቨが㧗いと言える。 

 
࠙ཷ入総㢠に༨める比⋡ࠚ 

 
࠙自産業の投資比⋡ࠚ 

ᅗ8 ་⸆ရ産業における流入5	D投資行動年ᗘ推移 

 

4.3.3 ༢⊂型 

産業からの㨩ຊᗘがపく投資がṤどなされな

い領域として⧄⥔産業がある。またࠊᅗ 6に示し

たようにࠊ⧄⥔産業自体も自産業の投資よりも

関連する産業の投資を✚ᴟ的に行っている。

これは⧄⥔関連の技術をの領域でዴఱにして

㧗ᗘ化するかを᥈っているものと考えられる。こ

れらの行動ᵝᘧがᅗ 9 に示すような傾向となる。 
 

࠙ཷ入総㢠に༨める比⋡ࠚ 

 
࠙自産業の投資比⋡ࠚ 

ᅗ 9⧄⥔産業における流入 5	D投資行動年ᗘ推移 

 

4.3.4 ỗ用型 

関連する〇ရ分野のከいࠊののᕤ業産業はࡑ

産業でありࡑࠊれࡒれの産業から関連するᕤ業〇

ရに関する 5	D 投資が行われていることからࠊ自

産業の投資が㧗いにも関わらずࠊ流入 5	D 投資

㢠に༨める比⋡が比較的ᑠさくなる。ᚑって傾向

はࠊᅗ 10 のような≉ᚩある年ᗘ推移パンターン

となる。 
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࠙ཷ入総㢠に༨める比⋡ࠚ 

 
࠙自産業の投資比⋡ࠚ 

ᅗ 10 ののᕤ業における流入ࡑ 5	D 投資行動年ᗘ推移 

 

4.3.5 成⇍型 

自産業の投資ならびに流入 5	D 投資㢠に༨

める比⋡がともにపいと定⩏したパターンであ

るがࠊල体的にこれにヱᙜする産業はなかった。 

すなわࡕ 5	D 活動はࠊᖖに୍Ṍを㋃みฟす行動

ᵝᘧでありࠊ成⇍期でしḟに向けた 5	D 活動

を行わない産業はないということが言える。 

 

4.3.6 ල体的な 5	D 行動パターン 

自産業の流入 5	D 投資行動に関してࠊ表 3

に示すように㸲ࡘのタイプに分けたがࠊここでは

さらにྛ産業の 5	D行動パターンを表 4にヲ⣽に

示した。 

 

表 4 流入 5	D 投資行動のල体的な産業 
産業 

 

自産業 

産業からの投資に༨める自産業の比⋡

㧗い 

�0.7-1.0� 

ᬑ通 

�0.3-0.7� 

పい 

�0-0.3� 

自
産
業

の
投
資
比
⋡ 

㧗い 

�0.7- 

1.0� 

་⸆ရ 

自動㌴ 

電気・࢞ス 

 ムࢦ

電子機ჾ  

ᬑ通 

�0.3- 

0.7� 

㕲㗰 

パルプ 

㣗ရ 

総合化学 

▼Ἔ・▼Ⅳ 

Ἔ⬡ 

❔業 

୍⯡機Ე 

 のᕤ業ࡑ

㔠ᒓ 

 の化学ࡑ

電気機Ე 

情報通信 

⧄⥔ 

㠀㕲 

の㍺㏦ࡑ

పい 

�-0.3� 

༳ๅ   

ὀ㸸� �はࡑれࡒれの分㢮⠊ᅖ比⋡ 

 

表 4 からࠊ〇造業にᒓする産業の 5	D 活動はࠊ

Dを㐍	の投資を୰心に⊂自の5れ自産業ࡒれࡑ

めながら୍ࠊ方で分野の 5	D 投資を行いなが

ら自産業に必要となる技術のྲྀᚓを通じて㧗ᗘ

化をᅗっていることが❚える。 

現点でὀ┠すべき 5	D 投資活動を行ってい

る産業としてࠊ་⸆ရࠊ自動㌴ࠊ電子機ჾの３産

業があࡆられる。 

これらの産業はࠊ㑇ఏ子ᕤ学を୰心とした་⸆

ရ産業ࠊ⎔ቃ㈇Ⲵ㍍ῶのためのࣁイࣜࣈッドある

いは電気自動㌴のࢥ࢚カーを୰心とした自動㌴

産業ࠊスマートグࣜッドࡸスマートシテさらに

ビックデータ➼のฎ⌮に係る電子機ჾ産業でࠊ現

在の5	D行動がࡑのままྛ✀データに表れておりࠊ

「見える化」することによって大まかな行動ᵝᘧ

を見ฟすことがྍ⬟である。 

 

㸳㸬まとめ 

〇造業にᒓする産業の 5	D 投資行動を自産業

と産業の投資の状況ࠊならびに産業からの

流入5	D投資㢠におけるヱᙜ産業の༨᭷ᗘ➼の比

⋡を算ฟすることによりࡑࠊの産業が置かれてい

る5	D投資行動のパターンを分析することができ

る。 

 

㸴㸬おわりに 

ᚋのྲྀり⤌みとしてࠊձᚋの 5	D 投資行動

をண する⡆᫆な方ἲの᳨ウࠊղ20 年๓の分析デ

ータと現在の分析データを比較しࠊ産業において

5	D 投資行動ᵝᘧがどのように変化しているかを

分析したいと考えている。 
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